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社
員
全
員
が
会
員
登
録

　
株
式
会
社
東
郷
電
機
製
作
所

で
は
、
福
利
厚
生
の
一
環
と
し

て
、
か
ね
て
か
ら
社
員
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
健
康
経
営
を

実
践
。
こ
の
よ
う
な
中
、
活
動
量

計
な
ど
の
測
定
機
器
を
用
い
て

健
康
管
理
を
行
う
「
ゆ
り
は
ま
ヘ

ル
シ
ー
く
ら
ぶ
」
に
着
目
さ
れ
、

町
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
令
和

６
年
か
ら
社
員
２
３
６
人
が
新

た
に
会
員
と
な
り
、
取
り
組
み
に

参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
を
通
じ
た
健
康
管
理
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
ス
イ
ッ
チ
や
コ
ネ
ク
タ
の
生
産
な
ど
を
手
掛
け
る

町
内
企
業
・
株
式
会
社
東
郷
電
機
製
作
所
が
、
町
が
実
施
す
る
ゆ

り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
企
業
と
し
て
の
参
加
は
初
め
て
で
、
今
後
の
健
康
増
進
に
関

す
る
取
り
組
み
が
全
町
的
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

こ
れ
を
受
け
、
事
業
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
株
式

会
社
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
も
交

え
な
が
ら
、
社
員
の
運
動
デ
ー
タ

提
供
な
ど
の
連
携
に
つ
い
て
協

議
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
令
和

６
年
事
業
か
ら
社
全
体
で
の
事
業

参
加
を
開
始
し
ま
し
た
。

社
員
向
け
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
の

取
り
組
み
へ
の
参
加
に
際
し
、
２

月
６
日
、
町
と
連
携
し
て
取
り
組

む
株
式
会
社
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン

セミナーを受講する社員の皆さん

ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
で
健
康
経
営
を
推
進
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
企
業
が
初
参
加

ク
の
管
理
栄
養
士
を
講
師
な
ど
に

迎
え
、
社
屋
で
健
康
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
社

員
約
２
０
０
人
が
受
講
し
、
運
動

と
医
療
費
と
の
関
係
性
や
、
仕
事

効
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の

食
事
管
理
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

株式会社東郷電機製作所
本社所在地：門田 906 番地 1
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今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、

代
表
取
締
役
社
長
の
前
田
和
雄

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ

の
魅
力
は
何
で
す
か
。
ま
た
、

期
待
す
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
。

　
個
人
だ
け
で
な
く
、
仲
間
と
情

報
を
共
有
し
て
楽
し
め
る
の
で
、

や
る
気
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
、

継
続
し
て
取
り
組
み
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー

く
ら
ぶ
を
通
じ
て
、
社
員
全
員
の

健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
・
意
欲
が

促
進
さ
れ
、
会
社
全
体
の
健
康
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
社
員
の
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、

今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
啓
発
活
動

を
継
続
し
て
い
く
ほ
か
、
費
用
助

成
を
含
め
た
が
ん
検
診
の
受
診

勧
奨
な
ど
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
測
定
機
器

を
社
内
に
設
置
し
、
社
員
の
運
動

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
り
、
町
が
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

り
す
る
ほ
か
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

も
企
画
し
た
い
で
す
ね
。

■�参加条件　満 20 歳以上で、町内に在住また
は在勤している人
■参加の流れ
①�会員登録をして「活動量計」を借り受ける
②�活動量計を身に着けてウオーキングする
③�記録した歩数データの送信・体組成測定を行う
④健康管理に活用する
⑤ポイントを景品と交換
■年会費　1,000 円
■申し込み・問い合わせ
　役場健康推進課（℡ 35-5375）

景品内容 必要
ポイント

カタログギフト A（5,000 円相当） 8,000
ポイント

カタログギフト B（3,000 円相当） 5,000
ポイント

町指定ごみ袋（大）×50 枚（1,550 円） 3,000
ポイント

町指定ごみ袋（小）×50 枚（1,300 円） 2,500
ポイント

町指定ごみ袋（大）×10 枚（310 円） 1,000
ポイント町指定ごみ袋（小）×10 枚（260 円）

タニタ監修メニュー用金券（500 円）

インタビュー
前田和雄さん
（株式会社東郷電機製作所��
代表取締役社長）　

■景品一覧（令和５年 12 月現在）

ゆりはまヘルシーくらぶは会員を募集しています。
運動不足の解消と健康のために一緒に取り組みましょう

活動量計

3 広報ゆりはま



役場職員組織図
令和６年５月１日現在
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事
備
整

者
害
障
別
特、
祉
福
者
い
が
障

と
こ
る
す
関
に
ど
な
当
手

課
祉
福 ５

３

―

３
７
３
５

係
援
支
活
生

室
進
推
会
社
生
共
域
地

係
祉
福
い
が
障

紀
由
美
根
塚

　長

　係
長
室

(

兼)

子
栄

　川
西

　長

　係

　

里
美

　井
向

子
尚

　葉
久

　幹
主
副

係
祉
福
寿
長

長

　係

　

代
邦
　
根
山

　

要、
業
事
防
予
護
介、
険
保
護
介

に
祉
福
の
者
齢
高、
定
認
護
介

と
こ
る
す
関

み
ぐ
め
本
岡

　事

　主

　事

　主

恵
千

　田
新員

門
専
祉
福
寿
長

二
英

　坂
尾

　
　
　
　

擁
利
権、
談
相
合
総
の
者
齢
高

防
予
護
介、
険
保
護
介、
業
事
護

士
祉
福
会
社

彩

　
　藤

安洞
ヶ
瀬
以
津
子

　

員
門
専
援
支
護
介

　
　
事
主
育
教
会
社
兼
幹
主
副

　
　
也
淳
　
井
安
　
　
　
　

幹
主
副

　

史
武

　村
中

郎
一
耕
原
米

　事

　主

季
泰

　崎
岡

　事

　主

長
係

(

兼)

次
雄

　木
高

　

幹

主

　

也
達
　
本
山

治
哲

　立
足

　長

　係

師
技
木
土

悟
健

　濱
大

　

大
達
　
川
吉
　
事
　
主

長

　館

み
と
さ
増
米

　

彦
達
　
　
森
　
事
　
主

）
兼
（長
所

　

代
智
美
塚
米

子
愛

　尾
松

　幹
主
副

員
門
専
援
支
護
介
任
主
兼
幹
主
副

美
理

　中
田

　
　
　
　

館
き
ん
げ
の
な
ん
み
浜
梨
湯

長
　
館

　

寛
　
　
原
杉

事

　主

　

　
　
樹
大
　
坂
尾

と
こ
る
す
関
に
ど

一
龍

　涌
金

　事

　主

士
祉
福
会
社

耶
摩

　原
杉

　

子
智

　山
福

　事

　主

斗
琉

　田
實

　事

　主

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と

生
活
保
護
、生
活
困
窮
者
支
援

な
ど
に
関
す
る
こ
と

教
育
施
設
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

げ
ん
き
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
、運
動
、ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
な

ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
な
ど
に
関
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令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
の
当

初
予
算
額
は
１
０
２
億
８
０
０
万

円
で
し
た
。
こ
れ
を
、
上
半
期
に

７
億
５
８
６
６
万
円
、
下
半
期
に

２
億
３
４
５
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
補

正
予
算
で
増
額
し
ま
し
た
。

　

下
半
期
の
補
正
予
算
で
は
、
国

の
総
合
経
済
対
策
を
踏
ま
え
て
、

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価

格
高
騰
の
影
響
を
特
に
受
け
る
人

へ
の
給
付
金
の
支
給
の
ほ
か
、
水

道
利
用
者
の
基
本
料
金
の
減
免
、

町
内
保
育
施
設
の
食
材
費
高
騰
対

策
、
農
業
者
や
漁
業
者
の
燃
油
高

騰
支
援
な
ど
の
た
め
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年

７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
町
道
泊
中

央
線
の
本
復
旧
工
事
前
の
排
水
対

策
事
業
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

最
終
の
現
計
予
算
は
１
１
１

億
７
０
１
１
万
円
と
な
り
、
こ

れ
に
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

費
２
億
３
２
４
４
万
円
を
加

え
た
予
算
現
額
は
１
１
４
億

２
５
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
６
年
３
月
31

日
現
在
の
一
般
会
計
予
算
執

行
状
況
は
、
収
入
済
額
95
億

６
１
４
０
万
円
、
支
出
済
額

89
億
１
１
３
５
万
円
で
す
。

まちの財政状況
令和５年10月～令和６年３月

令和５年度

その他の内訳（※）
一般会計歳入

科　　　目 �予算額 収入済額
地��　方�　�譲�　�与�　�税 72,878 72,283
利　子　割　交　付　金 942 973
配　当　割　交　付　金 10,626 9,457
株式等譲渡所得割交付金 10,552 10,959
法��人��事��業��税��交��付��金 17,956 17,682
地��方��消��費��税��交��付��金 359,219 359,030
環��境��性��能��割��交��付��金 7,664 8,389
地���方���特���例���交���付���金 18,308 18,310
交通安全対策特別交付金 1,264 1,406
財　�　産　�　収　　�入 10,335 10,582
寄　　　　付　　　　金 160,180 150,554
繰　　　　入　　　　金 233,046 220,156
繰　　　　越　　　　金 382,328 382,328
町　　　　　　　　　債 1,279,875 39,400

　
令
和
５
年
度
下
半
期
の
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
上
半
期
の
状
況
に
つ

い
て
は
広
報
ゆ
り
は
ま
令
和
５
年
11
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　区　　　分
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
温 泉 事 業 特 別 会 計
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計
橋 津 財 産 区 特 別 会 計
宇 野 財 産 区 特 別 会 計
舎 人 財 産 区 特 別 会 計
東 郷 財 産 区 特 別 会 計
花 見 財 産 区 特 別 会 計

　　 区 　 分 　
一 般 会 計

下 水 道 事 業 会 計
水 道 事 業 会 計
国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

　　 金 額 　
11,498,993

207,079
356,995

  3,039,889

　予算額
 1,223

10
1,876,730

 233,343
2,187,135

  9,159
1,002

 358
657

61
1,141
　 74

　収入済額
1,173

 - 

176,222

 1,779,278
 222,133

 1,798,560
   8,611

   678
  102
510

18
   857
　 44

　支出済額
 62
   6

1,712,809
 227,233

1,881,576
 6,324
　 90

  62
287
18

   411
　 18

【国民宿舎事業特別会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定
【水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

予算額
244,971
176,222

予算額
280,779
177,916

予算額
273,916

21,557

予算額
253,310
161,799

収入済額
245,336

支出済額
224,818
177,916

収入済額
251,167

-

支出済額
209,633

76,722

区　分

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
た ば こ 税

計
（入 湯 税）

予算現額

  673,245 
 670,122 

 71,717 
 95,614 

1,510,698
(15,464)

総額
 662,489 
 668,418 

 71,637 
 88,613

1,491,157
(14,694)

一世帯当たり
102
103

11
14

230
-

一人当たり
41
41
4
6

92
-

　収　　入　　済　　額
単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

議 会 費
商 工 費
消 防 費
災 害 復 旧 費

予 備 費

予算額
79,899

387,968
297,490

88,301

28,921

支出済額
77,549

269,494
239,823

12,539

-

（予　算　額）
収　入　済　額

〔単位：千円〕

（予　算　額）
支  出　済　額

〔単位：千円〕

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

予算額
11,402,546

収入済額
 9,561,397

町税
（1,526,162）

1,505,851

地方交付税
（4,588,383）

4,610,088

分担金
および負担金

（75,316）
59,163

使用料
および手数料
（105,824）

92,880

国庫支出金
（1,612,078）

1,283,687

県支出金
（792,834）

601,392

諸収入
（136,776）

 106,827

その他（※）
（2,565,173）

1,301,509

予算額
11,402,546

支出済額
8,911,348

総務費
（1,640,762）

1,176,450

民生費
（3,671,757）

 2,981,770

農林水産業費
（502,965）

292,411

衛生費
（839,258）

750,172

土木費
（1,364,228）

906,178

教育費
（1,167,228）

1,009,110

公債費
（1,323,769）

1,185,852

その （※）
（892,579）

609,405

諸 支 出 金 10,000 10,000

【下水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

予算額
983,309
331,294

予算額
966,090
676,621

収入済額
974,720
316,989

支出済額
923,358
670,305

単位：千円

単位：千円

他
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一般会計歳出

公営企業会計

特別会計

住民負担の概要
令和６年３月末日現在
（世帯数＝ 6,483 世帯、人口＝ 16,213 人）

地方債現在高状況
令和６年３月末日現在

　区　　　分
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
温 泉 事 業 特 別 会 計
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計
橋 津 財 産 区 特 別 会 計
宇 野 財 産 区 特 別 会 計
舎 人 財 産 区 特 別 会 計
東 郷 財 産 区 特 別 会 計
花 見 財 産 区 特 別 会 計

　　 区 　 分 　
一 般 会 計

下 水 道 事 業 会 計
水 道 事 業 会 計
国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

　　 金 額 　
11,498,993

207,079
356,995

  3,039,889

　予算額
 1,223

10
1,876,730

 233,343
2,187,135

  9,159
1,002

 358
657

61
1,141
　 74

　収入済額
1,173

 - 

176,222

 1,779,278
 222,133

 1,798,560
   8,611

   678
  102
510

18
   857
　 44

　支出済額
 62
   6

1,712,809
 227,233

1,881,576
 6,324
　 90

  62
287
18

   411
　 18

【国民宿舎事業特別会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定
【水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

予算額
244,971
176,222

予算額
280,779
177,916

予算額
273,916

21,557

予算額
253,310
161,799

収入済額
245,336

支出済額
224,818
177,916

収入済額
251,167

-

支出済額
209,633

76,722

区　分

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
た ば こ 税

計
（入 湯 税）

予算現額

  673,245 
 670,122 

 71,717 
 95,614 

1,510,698
(15,464)

総額
 662,489 
 668,418 

 71,637 
 88,613

1,491,157
(14,694)

一世帯当たり
102
103

11
14

230
-

一人当たり
41
41
4
6

92
-

　収　　入　　済　　額
単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

議 会 費
商 工 費
消 防 費
災 害 復 旧 費

予 備 費

予算額
79,899

387,968
297,490

88,301

28,921

支出済額
77,549

269,494
239,823

12,539

-

（予　算　額）
収　入　済　額

〔単位：千円〕

（予　算　額）
支  出　済　額

〔単位：千円〕

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

予算額
11,402,546

収入済額
 9,561,397

町税
（1,526,162）

1,505,851

地方交付税
（4,588,383）

4,610,088

分担金
および負担金

（75,316）
59,163

使用料
および手数料
（105,824）

92,880

国庫支出金
（1,612,078）

1,283,687

県支出金
（792,834）

601,392

諸収入
（136,776）

 106,827

その他（※）
（2,565,173）

1,301,509

予算額
11,402,546

支出済額
8,911,348

総務費
（1,640,762）

1,176,450

民生費
（3,671,757）

 2,981,770

農林水産業費
（502,965）

292,411

衛生費
（839,258）

750,172

土木費
（1,364,228）

906,178

教育費
（1,167,228）

1,009,110

公債費
（1,323,769）

1,185,852

その （※）
（892,579）

609,405

諸 支 出 金 10,000 10,000

【下水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

予算額
983,309
331,294

予算額
966,090
676,621

収入済額
974,720
316,989

支出済額
923,358
670,305

単位：千円

単位：千円

他
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ハワイin

【申し込み・問い合わせ】ハワイアンフェ
スティバルハワイ in ゆりはま実行委員会
事務局（役場産業振興課内／℡ 35-5382）

　７月６日（土）と７日（日）の２日間、ハワイアロハホー
ルを会場に「第 25 回ハワイアンフェスティバルハワイ in ゆ
りはま」を開催します。
　全国のフラダンス愛好者による発表会やハワイアンアー
ティストによるコンサート、ハワイアン教室など、楽しみな
がらハワイの文化に触れることができます。

ゆりはま
第 25回ハワイアンフェスティバル

25th
Hawaiian

Festival

　本場ハワイのアーティストから、フラダンスやウク
レレなどの指導を直接受けることができます。
日時　７月６日（土）
❖フラダンス教室（上級・中級）10 時～ 11 時 30 分
❖�フラダンス教室（初級・子ども）10 時～ 11 時 30 分
❖ウクレレ教室　10 時～ 11 時 30 分
❖�ハワイ風アクセサリー作り教室
　13 時～ 14 時 30 分
申�込期限　５月 20 日（月）
※申し込み多数の場合は抽選となります。

ハワイアン教室

　ハワイ島ゲストの皆さんとの交流
会を開催します。参加費は無料です。
日時　７月８日（月）19 時～

町民交流会

７.６㊏ ウエルカムコンサート
17 時～ 19 時 30 分

アロハステージ in ゆりはま
10 時～ 17 時
ハワイ in ゆりはまコンサート
18 時～ 19 時 30 分

７.７日
■�両日とも入場無料ですが、７月７日の観覧には整理券が
必要です。観覧希望者は５月 20 日（月）までにお申し
込みください。申し込み多数の場合は抽選となります。
■時間はエントリー数などにより変動することがあります。
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
町
内
の
中
小
企
業

に
導
入
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
事
業
者

　
町
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
な
ど

主
た
る
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業

者
（
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
）

■
対
象
経
費

▼�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
本

体
機
器
購
入
費
（
新
規
導
入
ま

た
は
支
払
手
段
追
加
に
伴
う
買

い
替
え
・
増
設
）

▼
付
属
機
器
購
入
費

① 

汎
用
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な

ど
）

② 

関
連
機
器
（
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
、
レ
シ
ー
ト
プ
リ
ン
タ
ー

な
ど
）

③ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
機
器
（
Ｗ

Ｉｰ

Ｆ
Ｉ
ル
ー
タ
ー
な
ど
）

※
中
古
品
、
工
事
費
、
手
数
料
、

リ
ー
ス
料
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

■
補
助
金
額

　

対
象
経
費
に
２
分
の
１
を
乗

じ
て
得
た
額
（
千
円
未
満
切
り

捨
て
）。
た
だ
し
、
上
限
額
は

７
万
５
千
円
、
対
象
経
費
か
ら

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は

除
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７

年
１
月
31
日
ま
で
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
加
盟
店
手
続

き
・
支
払
い
が
完
了
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

■
申
請
の
流
れ

① 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
加

盟
店
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

② 

機
器
購
入
費
用
を
購
入
先
へ
令

和
７
年
１
月
31
日
ま
で
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

③ 

補
助
金
申
請
書
と
添
付
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
申
請
期
限

　
令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　
役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
３
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

　
　
　
　
　
　
　
導
入
し
ま
せ
ん
か
？

トレーニングで健康的な体づくり

■日時　
　�▼夜の部　５月24日、31日、６月７日、14日、
21日、28日いずれも金曜日19時30分～20時30分
　�▼昼の部　５月25日、６月１日、８日、15日、
22日、29日いずれも土曜日10時30分～11時30分
■場所　湯梨浜みんなのげんき館
■対�象者　町内在住で中学校卒業以上の人

■参加費　１回につき 500 円
■定員　各６人
※定員になり次第、募集を終了します。
■申し込み・問い合わせ
　湯梨浜みんなのげんき館（℡ 34-3011）

　マシンを使ったトレーニングや自分の体重を活か
したトレーニング、使ったところをしっかり伸ばす
ストレッチなどを行います。自分に合ったトレーニ
ング方法を知り、健康的な身体を目指しませんか。

げんき館トレーニングマシン教室参加者募集
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介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、
で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢

者
の
介
護
を
み
ん
な
で
支
え
る
制

度
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
制
度

を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め

の
重
要
な
財
源
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
費

用
の
総
額
の
50
％
を
公
費
で
賄

い
、
残
り
の
50
％
を
40
歳
以
上
の

人
の
保
険
料
で
賄
い
ま
す
。
65
歳

以
上
の
人
の
保
険
料
は
、
介
護
保

険
費
用
全
体
の
23
％
を
賄
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　介護保険料は、介護サービスおよび介護予
防サービスに要する経費の実績と今後の予想
を踏まえ、３年に１回見直しされます。

介護保険料が変わりました

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
の
介
護
保
険
費
用
総
額
は
約

60
億
２
千
万
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
前
回
の
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
と
比
較
す
る
と
、

約
４
億
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
原
因
と
内
容
は
、
①
高
齢

者
の
増
加
に
伴
う
要
介
護
認
定
者

数
の
増
加
②
地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
者
数
の

増
加
③
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
定
員

増
④
介
護
報
酬
の
1
・
59
％
プ
ラ

ス
改
定
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
介
護
保

険
料
も
増
額
と
な
り
ま
す
が
、
町

で
は
介
護
給
付
費
等
準
備
基
金

を
取
り
崩
す
こ
と
で
介
護
保
険

料
上
昇
の
抑
制
を
図
り
、
月
額

６
７
４
０
円
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
が
安
定
的
に
運

段階 　対象 �計算方法 保険料（年額）

１
本人および
世帯全員が
町民税非課
税

生活保護受給者または
老齢福祉年金受給者 基準額

×0.285 23,000 円前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が 80 万円以下

２
前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が
80 万円超 120 万円以下

基準額
×0.485 39,200 円

3 前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が 120 万円超

基準額
×0.685 55,400 円

4 本人が町民
税非課税

前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が 80 万円以下

基準額
×0.9 72,800 円

5 前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が 80 万円超 基準額 80,900 円

6

本人が町民
税課税

前年の合計所得金額が
120 万円未満

基準額
×1.2 97,000 円

7 前年の合計所得金額が
120 万円以上 210 万円未満

基準額
×1.3 105,100 円

8 前年の合計所得金額が
210 万円以上 320 万円未満

基準額
×1.5 121,300 円

9 前年の合計所得金額が
320 万円以上 420 万円未満

基準額
×1.7 137,500 円

10 前年の合計所得金額が
420 万円以上 520 万円未満

基準額
×1.9 153,700 円

11 前年の合計所得金額が
520 万円以上 620 万円未満

基準額
×2.1 169,800 円

12 前年の合計所得金額が
620 万円以上 720 万円未満

基準額
×2.3 186,000 円

13 前年の合計所得金額が
720 万円以上 820 万円未満

基準額
×2.4 194,100 円

14 前年の合計所得金額が
820 万円以上 1000 万円未満

基準額
×2.5 202,200 円

15 前年の合計所得金額が
1000 万円以上

基準額
×2.6 210,300 円

● 65歳以上の人の介護保険料（令和６年度～令和８年度）
　保険料段階は、負担能力に応じたきめ細かい保険料負担の
段階設定とするため、国の標準 13 段階を上回る、15 段階の
保険料段階を設定しています。

町で必要な３年間の介護保険費用総額
× 23％（65 歳以上の負担割合）÷ 町の 65 歳以上
の人数（３年間の推計）÷12 月＝町の介護保険料
基準月額：6,740 円

営
さ
れ
、
高
齢
者
が
で
き
る
だ
け

長
く
元
気
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ま
た
、
介
護
が
必
要
な

状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
で
き
る
限
り
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
介
護
保

険
料
の
改
定
と
納
付
に
つ
い
て
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
９
）

●介護保険費用の負担割合

4 月から基準額が 8万 900 円に
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町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
９
期
湯
梨
浜
町
介
護
保

険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。
内
容
な
ど
の
詳

細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や

事
業
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
各
目
標
と
取
り
組
み

【
目
標
１
】　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
・
推
進　

① 

在
宅
医
療
の
充
実
及
び
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
の
推
進

②
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
の
推
進

③
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

④ 

日
常
生
活
を
支
援
す
る
体
制
の

整
備

⑤
相
談
支
援
の
充
実

⑥
認
知
症
施
策
の
推
進

⑦ 

高
齢
者
虐
待
防
止
等
の
権
利
擁

護
の
推
進

【
目
標
２
】　
介
護
予
防
・
健
康
づ

く
り
の
推
進　

①
介
護
予
防
の
推
進

②
フ
レ
イ
ル
予
防
大
作
戦

③ 

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
な
実
施

【
目
標
３
】　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
適
正
化　

① 
高
齢
者
の
住
ま
い
の
安
定
的
な

確
保

② 

災
害
対
策
、
感
染
症
対
策
の

推
進

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実

④ 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
適
正
化

⑤ 

介
護
保
険
制
度
の
運
用
に
関
す

る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

■
問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
９
）

町
介
護
保
険
事
業
計
画
・

　
　
高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定

　町では、コミュニケーションが取りづらいことによる閉じこもりや認知機能の
低下を防ぐため、聴力が低下している高齢者を対象に補聴器の購入費の一部を助
成する事業を行っています。補聴器を使用して「聞こえ」を改善し、家族や友人
と楽しくコミュニケーションをとることで、積極的に認知症を予防しましょう。

補聴器で楽しくコミュニケーションを

■対象者　次の①～③の全てに該当する人
①町内に住所がある、満 65 歳以上の人
②聴覚障害による身体障害者手帳を持ってい
　ない人
③�両耳の聴力レベルの平均が 40 デシベル以上
70 デシベル未満の人
■助成額　
　補聴器本体の購入金額の２分の１。ただし、

高齢者補聴器購入費助成事業

３万円を限度とします。
■�申請手続き　
�　申請には、医師の証明が必要となります。手続
きの流れを説明しますので、補聴器を購入される
際は、購入前にご相談ください。
�　なお、手続きの流れは町ホームページで確認す
ることもできます。
■申請・問い合わせ　役場福祉課（℡ 35-5379）
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健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

健
康
ゆ
り
は
ま
21
と
は

　

健
康
増
進
法
に
基
づ
く
市
町
村

健
康
増
進
計
画
で
、
町
民
の
健
康

水
準
の
向
上
を
目
指
す
保
健
分
野

の
具
体
的
な
行
動
計
画
で
す
。
町

で
は
、
食
育
基
本
法
に
基
づ
く
市

町
村
食
育
推
進
計
画
、
自
殺
対
策

基
本
法
に
基
づ
く
市
町
村
自
殺
対

策
計
画
と
し
て
も
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

計
画
の
柱
と
新
た
な
項
目

　

健
康
ゆ
り
は
ま
21
で
は
、「
日

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差
の
解
消
を
目
指
す
「
健
康
ゆ
り
は
ま
21
」
の
第
４

次
計
画
を
策
定
。
令
和
６
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の
６
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
健
や
か
で
明
る
く
い
き

い
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
健
康
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

常
生
活
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
の

予
防
」、「
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
と
重
症
化
予
防
」
の
ほ
か
、
新

た
に
「
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
」

を
柱
に
追
加
。
筋
力
の
維
持
・
向

上
や
、
検
診
に
よ
る
骨
折
リ
ス
ク

の
早
期
発
見
な
ど
、
主
に
フ
レ
イ

ル
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

一
人
一
人
の
意
識
が
大
切

　

こ
れ
ま
で
の
第
３
次
計
画
で

は
、
掲
げ
て
い
る
目
標
の
う
ち
の

46
・
２
％
の
目
標
で
達
成
ま
た
は

向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
高
血
圧
症
や

脂
質
異
常
症
の
割
合
の
増
加
や
、

一
部
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
低
下

傾
向
に
あ
る
な
ど
、
課
題
も
残
っ

て
い
ま
す
。

　

健
康
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

健幸アンバサダー養成講座 

参加者に指導する土屋講師

　３月16日、ハワイアロハホールで健幸
こう
アンバサダー

養成講座を開催し、町民など 39 人が認定されました。
　健幸アンバサダーは、健康や暮らしに役立つ知識を
学び、身近な人に伝える、いわば健康の伝道師。健康
長寿社会の実現を目指すスマートウエルネスコミュ
ニティ協議会の認定資格で、全国で約２万８千人が活
動しています。
　講座では、元静岡県健康福祉部で保健師の土屋厚子
さん、㈱タニタヘルスリンクの橘小春さんが講師を務
め、健幸アンバサダーとしての役割や、生活習慣病や
サルコペニアの予防などについて講義しました。

新たに 39人が伝道師に

「
健
康
ゆ
り
は
ま
21
」
策
定

進
め
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が

主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

第
４
次
健
康
ゆ
り
は
ま

　21
の
構
成

Ⅰ  

日
常
生
活
に
お
け
る
生
活
習
慣

　

 

病
の
予
防

（
１
）
栄
養
・
食
生
活

（
２
）
身
体
活
動
・
運
動

（
３
）
こ
こ
ろ
の
健
康

（
４
）
喫
煙

（
５
）
飲
酒

（
６
）
歯
・
口
腔
の
健
康

Ⅱ 

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
重

　

 

症
化
予
防

（
７
）
糖
尿
病

（
８
）
が
ん

Ⅲ 

生
活
機
能
の
維
持
・
向
上

（
９
）
フ
レ
イ
ル
予
防

■�

問
い
合
わ
せ　

役
場
健
康
推
進

課
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）
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　町内のボランティア団体や、協会、
委員などの各種団体を紹介します。
入会希望の人、活動の詳細などは、
各団体にお問い合わせください。

町内の
各種団体を紹介

【団体からのコメント】
　私たちは、羽合地域の国道 179 号線や 9号線に
街路灯を設置し、管理している団体です。地元の
事業者などの広告看板を街路灯に取り付け、会費
を維持費に充てることで点灯させています。
　自分たちの住む町を自分たちで明るくし、また
防犯などに役立つことを目指して活動しています。
　少しでも皆さんの暮らしがよくなるようにと活
動しています。街路灯の近くを通るときは看板を
見てもらえるとうれしいです。
■問い合わせ　
　会長　荒石譽年さん（℡ 35-4251）
　役場産業振興課（℡ 35-5382）

【団体からのコメント】　
　私たちは、倉吉警察署と倉吉地区防犯協
議会が委嘱する防犯連絡委員によって組織
されている団体です。
　町、倉吉警察署、町内駐在所と協力して、
地域住民の安全意識や自分の地域は自分で
守るという気持ちを高めていく活動をして
います。
　防犯について心配なこと、聞きたいこと
などがあれば、各地区の防犯連絡委員にぜ
ひ相談してください。
■�問い合わせ　役場総務課（℡ 35-3113）

町防犯連絡委員協議会羽合地区Ｒ 179 外
ほ か

　　　　　　街路灯運営会

リユーステーマパーク vol.4�を開催！
　「リユース」をテーマに、空き家に眠った家具
や雑貨を販売します。イメージは、インテリア
雑貨を取り扱うリサイクルショップ。セレクト
ショップに足を踏み入れた時のようなワクワク
感を演出します。1日限定、空き家でのマーケッ
トをお楽しみください。
　なお、会場となる空き家も購入可能です。
■日時　6月 1日（土）10 時～ 13 時
■場所　園地内の空き家
※詳細は右記二次元コードをご確認
ください
■�内容　中古住宅販売内覧会、リサイクルショッ
プ、チャイ＆ドーナツ出店

■�その他
リユーステーマパークの活動内容につ
いては右記二次元コードのインスタグ
ラムアカウントからご確認ください。

■問い合わせ
　地域おこし協力隊・池本亜希子
　（℡ 090-5327-5109）　

空き家内覧会＆ 1日限定セレクトショップ

町内のスーパー
マーケットで防
犯のチラシと啓
発物品を配布

街
路
灯
に
設
置
し
た
看
板
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い
き
い
き
！
農
業
！

～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

急
ぐ
と
き
ほ
ど
慎
重
に
！

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
！

　

農
繁
期
を
迎
え
る
こ
の
時
季
、

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
交
差
点
を

曲
が
り
き
れ
ず
に
農
地
や
水
路
に

転
落
し
て
運
転
者
が
投
げ
出
さ
れ

た
り
、
下
敷
き
に
な
っ
た
り
す
る

事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
耕
う

ん
機
な
ど
の
農
業
機
械
は
、
突
発

的
な
動
き
を
し
や
す
い
も
の
で

す
。
周
囲
、
特
に
後
方
の
安
全
確

認
や
ゆ
っ
く
り
と
し
た
作
業
操
作

な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
機
械
は
作
業
効
率
を
高
め

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す

が
、
慣
れ
に
よ
る
油
断
や
見
込
み

で
の
運
転
は
、
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
し
、
余

裕
を
持
っ
た
作
業
を
心
掛
け
る
な

ど
安
全
意
識
を
持
っ
て
農
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
環
境
美
化
と
交
通
安
全
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
る
農
作

業
の
際
は
、
田
や
畑
か
ら
道
路
へ

出
る
前
に
必
ず
泥
や
土
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。
道
路
に
落
ち
た
泥
や

土
の
塊
は
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け

で
な
く
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
通

行
の
妨
げ
と
な
り
危
険
で
す
。
土

の
塊
に
自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
取

ら
れ
、
転
倒
し
て
け
が
を
さ
れ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず

泥
を
道
に
落
と
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
ス
コ
ッ
プ
で
取
り
除
く
な

ど
、道
路
の
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
年
こ
の
時
季
、
農
機
で
の
事
故
が
多
く
発
生
す
る
た
め
、

慎
重
に
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

強
風
時
で
の
農
薬
や
肥
料
の
散
布

は
控
え
ま
し
ょ
う
！

　

農
地
周
辺
の
住
民
か
ら
、
強
風

時
に
農
薬
や
肥
料
の
散
布
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
り
「
家
に
ま
で
農

薬
・
肥
料
が
飛
ん
で
来
る
た
め
、

洗
濯
物
が
屋
外
に
干
せ
な
く
て
困

る
」
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。強
風
時
に
は
、

効
果
的
な
散
布
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
周
辺
へ
の
悪
影
響
も
あ
る
た

め
、
農
薬
や
肥
料
の
散
布
は
気
象

状
況
に
応
じ
た
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
９
）

　公共交通機関（鉄道・バス）を利用して通学する高校生などの通学定期券の購入額の一部を補助
します。この制度は毎年度申請が必要です。令和５年度に補助を受けられた人でも令和６年度の申
請を行う必要がありますので、忘れずに申請してください。

高校生の通学費を支援します

■対象者　次の全ての事項に該当する人
①�町内に住所を有し、県内の高等学校などに通学し
ている人
②�公共交通機関（鉄道・バス）の通学定期券を利用
する人で購入額が月額 7,000 円を超える人（特急
料金は除く）
③�他の制度で通学費の全額補助を受けていない人
■対象期間　令和６年４月１日～令和７年３月 31日
■助成額　月額 7,000 円を超えた額
■�申請方法　所定の交付申請書に必要書類を添付し

公共交通機関を利用する人が対象

て、町教育委員会教育総務課に提出してください。
申請書は、町教育委員会教育総務課および東郷・
泊各支所に備え付けているほか、町ホームページ
からも取得することができます。
■受付期限　６月 28 日（金）
■�その他　補助額の算定には、購入した全ての通学
定期券の写しが必要となりますので、必ず保管し
ておいてください。
■問い合わせ
　町教育委員会教育総務課（℡�35-5362）
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速報・長瀬高浜遺跡の調査成果
　今年で発見から 50 周年を迎えた、町を代表す
る遺跡の最新の発掘調査成果をお伝えします。
■日時　５月 18 日（土）13 時 30 分～ 15 時�
■場所　鳥取県埋蔵文化財センター（鳥取市国府町）
■�講師　田中正利さん�（公益財団法人　鳥取県教
育文化財団調査室　文化財主事）　
■定員　会場参加25人、オンライン参加（無制限）�
■参加料　無料�
■申込方法　下記の二次元コードまたは電話
■申込期限　５月 13 日（月）

■関連イベント
　企画展「長瀬高浜遺跡を振り返る」�
　▼場所　鳥取県埋蔵文化財センター�
　▼期間　５月 10 日（金）～７月 11 日（木）
■問い合わせ　鳥取県埋蔵文化財センター
　（℡ 0857-27-6711）

●会場参加申し込み ●オンライン参加申し込み

10月12日（土）に 50周年記念講演会を開催します。

詳しくは鳥取県埋蔵
文化財センターホー
ムページを見てね。

◀
長
瀬
高
浜
遺
跡

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
「
き
ぬ
ち
ゃ
ん
」

鳥取まいぶん講座

母子父子寡婦福祉

■対象者　
　ひとり親家庭の親、寡婦、ひとり親家庭の
親が扶養する児童 (20 歳未満 )、父母のいな
い児童 (20 歳未満 )
※条件はありますが、修学資金、就学支度資
金は児童本人に貸し付けることもできます。
■問い合わせ
　　役場福祉課　（℡ 35-5373）

　母子父子寡婦福祉資金貸付制度とは、ひと
り親が扶養する子どもたちの健やかな成長を
支援することを目的とした貸付制度です。子
どもの就学のための制服や体操服、履物、入
学金などの支度資金や直接必要な授業料、書
籍代、通学費などの修学資金の貸し付けが無
利子で受けられます。
　進学の方向性が決まり、貸し付けを希望す
る人は、事前にご相談ください。その他ご自
身の資格取得や引っ越し費用など、ひとり親
の経済的な自立を支援する生活安定のための
貸し付けメニューなどもありますので、お気
軽にお問い合わせください。

　所得区分 �負担額
住民税課税世帯 490 円

住民税非課税
世帯

低所得者Ⅱ
（過去 12カ月で 90日まで

の入院）230 円
（過去 12カ月で 90日を超

える入院）180 円
低所得者Ⅰ 110 円

資金貸付制度
食事療養標準負担額の増額

　入院時の食事代は、診療や薬にかかる費用と
は別に、標準負担額を自己負担し、残りは加入
している保険者が負担します。

■入院時食事代の標準負担額（1食当たり）

※住民税非課税世帯の人で「マイナ保険証」を
利用しない場合、または 90 日超の入院による食
事代の減額を受ける場合は、入院の際に「限度
額適用・標準負担額減額認定証」か「標準負担
額減額認定証」が必要になります。
■問い合わせ
　役場健康推進課　（℡ 35-5372）

　食材費の高騰などにより、令和 6年 6 月から
入院時の食事代の自己負担額が変更となります。

入院時の食事代が変わります
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中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

信

館
民

通

湯
梨
浜
文
芸

今
月
の
一
句
・
一
首

【中央公民館泊分館】
●山田行則�似顔絵作品展
　～５月 26日（日）

　湯梨浜文化大学は知識や教養をつける
とともに、仲間とのふれあいを深め、明
るく豊かで生きがいのある生活を送るた
めの学習の場です。
開講期間　令和６年５月～令和７年３月
対象者　60 歳以上の町民
学�習内容　全体学習（歴史講座、健康講
座など）および趣味コース（グラウン
ド・ゴルフ、体操、陶芸など）
申込期限　５月 15 日（水）
申�し込み・問い合わせ
中央公民館および羽合・泊各分館
（詳細は『広報ゆりはま』の折り込みチラ
シをご覧ください。）

ロ
ビ
ー
展

日時　５月 12 日（日）
　９時 30 分～ 11 時 30 分
場所　中央公民館羽合分館
講師　野田有里さん（ままごとくらぶ）
参加費　500 円
持ち物　エプロン，三角巾，マスク
定員　20 人（小中学生対象）
申込期限　５月７日（火）
申し込み・問い合わせ　
　中央公民館羽合分館

可愛い細工かまぼこをつくろう
～母の日に愛をこめて花束を～

は
わ
い
句
会

青あ
お
あ
し葦

を
か
き
分
け
の
ぼ
る
孕は

ら

み
鮒ふ

な　
　
　
　
　
　
　
　

河
本
久
美
子

上う
わ
ぎ衣

ぬ
ぎ
肩
の
軽
さ
や
五さ

つ
き
ば
れ

月
晴　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

節
子

舞
い
上
が
る
風
の
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っ
さ
い采

山
つ
つ
じ　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

伸
子

の
ん
び
り
と
時
を
楽
し
む
糸
と
ん
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長
門
あ
き
子

若
葉
風
足
取
り
弾
む
ウ
オ
ー
キ
ン
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平
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照
美

水
田
に
映
る
家
並
田た

み
ず水

張
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野　

道
春

菩ぼ

だ

い

じ

提
寺
の
老
人
サ
ロ
ン
新
茶
買
う　
　
　
　
　
　
　
　

笠
見　

弘
美

日ひ
あ
し脚

伸
ぶ
嬉
し
き
こ
と
の
二
つ
三
つ　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

公
子

あ
じ
さ
い
句
会

早
朝
の
湖
心
に
集
ふ
蜆し

じ
み
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絹
川
喜
久
子

鷽う
そ

の
鳴
く
朝
の
静
寂
の
透
き
通
る　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
志
ま
江

花
月
夜
虚
々
実
々
の
酒
を
酌
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
﨑　

敏
子

蓬よ
も
ぎ

餅
黄
粉
も
付
け
て
母
偲
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賀
須
井
無
貴

泣
き
虫
も
甘
え
ん
坊
も
入
学
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
原　

順
美

学
舎
へ
花
の
下
な
る
九
十
九
折　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

典
子

日時　５月 20 日（月）
　13 時 30 分～ 15 時 00 分　
場所　中央公民館泊分館�　
講師　岡本綾子さん
　（パステルアート準インストラクター）
参加費　300 円（材料費・額代）
定員　先着 10 人
申込期限　５月 13 日（月）
申し込み・問い合わせ　
　中央公民館泊分館

指で描く　パステル和
なごみ

アート教室
～絵が苦手でも誰でも簡単に癒やしの空間づくり～

令和６年度　湯梨浜文化大学　�����������　
受講生募集！！

公

泊分館ロビーを元気に泳ぐこいのぼり

指で描く　パステル和
なごみ

アート教室
～絵が苦手でも誰でも簡単に癒やしの空間づくり～

令和６年度　湯梨浜文化大学　�����������　
受講生募集！！

可愛い細工かまぼこをつくろう
～母の日に愛をこめて花束を～
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町���立���図���書���館（℡ 48-6012）
羽���合���図���書���室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／1日、7日、8日、9日、10日、
13 日、20 日、27 日、31 日

おはなし会
1５月 18 日（土）
■場所　羽合図書室
■�内容　図書館職員によるお
はなし会とかんたん工作
2５月 18 日（土）
■場所　しおさいプラザとまり
■�内容　図書館職員によるお
はなし会
3５月 19 日（日）
■場所　町立図書館　
■内容　図書館職員によるお
はなし会
※開催時間は全て、10 時 30
分から 11 時までです。

５月の特集コーナー
【町立図書館】
５�月病をやっつけろ‼…新年度がはじまって 1カ月。環境の変化による
ストレスで疲労がたまっていませんか。ストレス軽減に役立つ本やリ
ラックスできる本を集めました。
本�の動物園特集…癒やしをくれるペット、野生の動物、食を支える畜産
など動物が登場する本を集めました。図書館動物園へようこそ！

【羽合図書室】
旅�特集…行楽シーズン到来です。読み物から写真集まで、旅の気分を味
わえるような本を幅広く集めました。

【しおさいプラザとまり】
げ�んき特集…みんなのげんき館オープン３年目！　からだと心の元気を、
しおさいプラザも本で応援します！

図書館
だより

進め！

　　
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
太
田

で
す
。
日
々
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
町
の
暮

ら
し
や
協
力
隊
の
活
動
を
発
信
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
回
は
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
で
す
。
５
月
19

日
（
日
）
に
は
わ
い
温
泉
広
場
で
「
暮
ら
し
手
し
ご
と
市 

Ⅴ
Ｏ
Ｌ
・
2
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
22
日
に
も
丁
寧
に
作
ら
れ
た
食
べ
も
の
や
ク

ラ
フ
ト
が
並
ぶ
温
泉
朝
市
を
開
催
し
ま
し
た
。
2
時
間
の

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、約
４
０
０
人
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、

大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
第
2
回

開
催
希
望
の
お
声
も
い
た
だ
き
、
今
回
Ⅴ
Ｏ
Ｌ
・
2
を
開

催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
前
回
と
は
異
な
る
作
り
手
さ

ん
も
県
内
外
か
ら
集
ま
り
、
ま
す
ま
す
楽
し
み
な
春
の
温

泉
朝
市
に
な
り
そ
う
な
予
感
で
す
。
フ
ー
ド
、ド
リ
ン
ク
、

お
や
つ
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
な
ど
お
散
歩
気
分
で
作
り
手
さ

ん
と
の
交
流
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
出
店

者
な
ど
の
詳
細
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
の
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

協力隊 ～地域おこし協力隊通信～
vol.98

図書館サポーターを募集中
　図書館の業務を体験いただくことにより、図書館を身近に感じ、親し
みをもっていただくため、図書館サポーターを募集しています。ご希望
の人は、町立図書館にお申し込みください。
■募集対象　高校生以上の人
■�活動内容　本の配架や補修、資料および書架の整理、おはなし会など
各種イベントの手伝いなど

@kurashi_teshigotoichi

新着図書情報　３月から４月にかけて入荷した本の一部をご紹介します。
『夜明けの花園』／恩田陸
『そして誰かがいなくなる』／下村敦史
『守護者の傷』／堂場瞬一
『板状に咲く』／原田マハ
『長生きは小さな習慣のつみ重ね』／川島みどり
『図解でよくわかる菌ちゃん農法』／吉田俊道
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受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　　

私
た
ち
が
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家

族
に
接
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
人
た
ち

の
立
場
に
立
ち
、
置
か
れ
た
状
況
や
、

何
が
必
要
か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

う
わ
さ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、�

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
情
報
を
拡
散
す
る
こ
と
は
、
結
果

と
し
て
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人

権
を
奪
う
可
能
性
が
大
き
い
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
は

全
て
の
人
に
関
わ
る
問
題
だ
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
、
人
権
を
守
る
た
め
に
何

が
で
き
る
か
考
え
、
学
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
　

　

４
月
１
日
、
犯
罪
被
害
者
を
支
援
す

る
専
門
組
織
「
鳥
取
県
犯
罪
被
害
者
総

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
、

県
職
員
と
県
警
本
部
の
警
察
官
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
や
事
故

の
被
害
者
を
支
援
す
る
民
間
団
体
「
と

っ
と
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
℡

０
１
２
０ｰ

４
３ｰ

０
８
７
４
）
に
相
談

業
務
を
委
託
し
、
24
時
間
３
６
５
日
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
は
、
そ
れ
自
体
が
人
権
を
無
視

し
た
行
為
で
す
。誰
も
が
あ
る
日
突
然
、

本
人
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
理
不
尽

な
行
為
に
よ
り
、
身
体
を
傷
つ
け
ら
れ

た
り
、
命
を
奪
わ
れ
た
り
し
て
犯
罪
被

害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
犯

罪
被
害
者
は
直
接
的
な
被
害
を
受
け
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
も
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
侵
害
さ
れ
る
リ
ス
ク
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
個
人
情

報
が
公
開
さ
れ
た
り
、
求
め
て
い
な
い

犯
罪
の
詳
細
や
被
害
の
状
況
が
報
道
さ

れ
た
り
、
時
に
は
被
害
者
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
誹
謗
中
傷
や
嫌
が
ら
せ
を

町教育委員会生涯学習・人権推進課
（℡35-5369）

～広げよう　優しい心と　明るい笑顔～
人権教育シリーズvol.143

　

国
道
９
号
線
完
成
が
歴
史
的
事
業
で

あ
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
昭
和
43
年
に

バ
ス
停
「
橋
津
東
口
」
近
く
に
、
左
下

写
真
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
津
地
域
の
交
通
は
、
海
上
輸
送
が

衰
退
し
、
鉄
道
敷
設
か
ら
も
外
れ
た
こ

と
で
、
道
幅
が
狭
く
カ
ー
ブ
の
多
い
砂

利
道
の
旧
国
道
18
号
線
に
頼
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
国
道
９
号
線
の
完
成

に
よ
り
、
貨
客
の
輸
送
が
増
え
、
産
業

や
観
光
の
繁
栄
を
招
い
た
の
で
す
。

　

国
道
９
号
線
完
成
と
、
天
神
橋
架
替

工
事
と
の
関
わ
り
は
極
め
て
深
い
よ
う

で
す
。
昭
和
９
年
の
天
神
川
大
洪
水
に

伴
う
改
修
工
事
が
上
流
の
小
鴨
地
域
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
下
流
の
天
神
橋

改
修
は
未
着
工
で
し
た
。
昭
和
18
年
の

鳥
取
大
地
震
で
、
堤
防
沈
下
や
大
亀
裂

が
発
生
し
た
の
で
、
天
神
橋
を
永
久
橋

に
架
け
替
え
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
要

望
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
に
「
天
神
橋
架
替
促
進
陳

情
書
」
が
、
長
瀬
村
・
橋
津
村
・
浅
津
村
・

宇
野
村
を
含
む
12
町
村
長
と
議
会
議
長

名
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
陳
情
書

に
は
、「
本
橋
は
鳥
取
、
米
子
間
を
結
ぶ

国
道
第
18
号
線
の
架
橋
で
あ
り
、
当
地

方
の
交
通
輸
送
の
中
心
で
あ
る
重
要
路

線
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
の
如
き
木

橋
で
は
極
め
て
不
安
を
感
ず
る
も
の
で

あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

翌
年
に
は
12
町
村
に
「
天
神
橋
架
替

促
進
期
成
同
盟
会
」
が
結
成
さ
れ
、
老

朽
化
し
た
天
神
橋
の
架
け
替
え
と
と
も

に
、
旧
国
道
18
号
線
を
拡
張
改
築
す
る

運
動
も
合
わ
せ
て
展
開
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

新
天
神
橋
は
昭
和
31
年
に
完
成
し
、

昭
和
43
年
に
県
下
の
国
道
９
号
線
全
線

の
開
通
に
至
り
ま
し
た
。

町
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　

田
渕　

喜
之（
橋
津
）

国
道
９
号
線
と
天
神
橋

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権

湯
梨
浜
今
昔
物
語

��

犯
罪
被
害
者
な
ど
を
支
え
る
た
め
に
は

共に生きる―

羽合町地区国道９号線
完成記念碑

�

鳥
取
県
犯
罪
被
害
者

　
　
　
　
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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　こんにちは！　国際交流員のジャックです。
着任して 2年半が経ちましたが、「どうやって
日本語を覚えたのですか？」と聞かれることが
よくあります。今回は、その答えについて詳し
く話したいと思います。
　そもそも日本語を学びたいと思うようになっ
たのは、小学生のときです。日本語そのものの
文字や音に惹かれ、いつか必ず日本語を勉強す
ると決心しました。
　夢を叶えられたのは、高校生のときです。ア
メリカの高校では、日本の学校に英語のクラス
があるのと同じように、第２言語の授業を受け
る必要があります。フランス語やラテン語など、
いろいろな選択肢がありますが、アメリカでは
スペイン語を話す人が多いことから、スペイン
語を選択する人がほとんどでした。そんな中、
私は日本語を選択しました。
　最初は、ひらがなとカタカナを覚えるのにか
なり苦労したため、ついていけるかどうか不安
でしたが、あることをきっかけにその不安を払
拭することができました。それは、日本人の留
学生をホームステイで家に受け入れたことで

す。このとき初めて生きた日本語に触れ、国際
交流の楽しさに気づくことができました。
　日本語ができるようになったら、もっといろ
いろな交流ができると思ったことがモチベー
ションになり、そこから気合を入れて一生懸命
勉強しました。普段の勉強に加え、日本の音楽
を聴いたり、テレビドラマを観たりするなど、
自分から日本語に毎日触れられる環境を作り出
すと、日本語能力が徐々に上がりました。
　この後は、短期留学で初めて日本を訪れ、日
本語に対する情熱がさらに強くなりますが、今
回の話はここまでにしたいと思います。
グローカルカフェ
　さまざまな国の人と気軽にお話ができる場と
して、私と町国際交流協会の皆さんで定期的に
運営しています。今回は 5月 11 日（土）にハ
ワイアロハホールで、5月 22 日（水）に中央
公民館泊分館で開催します。時間はいずれも
13時30分から16時30分までです。私と会っ
てみたい、話してみたい人は、一緒にお茶を飲
みながら話しましょう。出入自由・参加費無料・
申し込み不要なので、お気軽にお越しください。

　
新
任
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
ご
紹
介

　

4
月
1
日
付
で
、
宮
前
鼓つ

づ
み

さ
ん
が
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
宮
前
さ
ん
は

湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
の
使
い
方
や
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

■
宮
前
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　

湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館
に
お
越
し
い
た

だ
く
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
マ
シ

ン
な
ど
の
器
具
を
使
っ
た
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
の
個
々
に
あ
っ
た
運
動
を
提
供
し
ま
す
。

　

自
分
が
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
た
経
験
を
生
か

し
、
皆
さ
ん
と
楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
活
動
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊員
宮前鼓さん

み
ん
な
の
げ
ん
き
館
に
新
た
な
風
‼

国際交流員ジャック・グレンの
雑談コーナー

ジャックと
豆知識

Japanese Classvol.29
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YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

プロのテクニックを間近で
佐藤寿人さんら招きサッカー教室

　サッカー元日本代表でサンフレッチェ広島
などで活躍した佐藤寿人さんと、浦和レッズ
などで活躍した水内猛さんによるサッカー教
室が３月 23 日、湯梨浜中学校体育館で開かれ
ました。
　教室には地元の小中学生合わせて 81 人が参
加しました。
　教室では佐藤さんと水内さんが講師を務め、
練習では佐藤さんが自らドリブルを披露。参
加した児童は真剣なまなざしで元日本代表の
技術を学びました。

佐藤寿人さんの説明を受け実践する児童

西日本初の試み
「温泉むすめ」カプセルトイ設置

東郷池をもっと身近に
東郷池報告展示

　東郷池の地図や文献を詳細に調査した報告
展示 ｢湧き出た温泉と沈んだ民話　東郷池民
話探訪 ｣が、3月 31 日にさくら工芸品工房で
開かれました。
　この展示は、古い地図や文献などを用いて
東郷池の歴史や民話などをひも解くもの。こ
の展示を企画した建築家の磯江知弥さん（旭）
は ｢東郷池はもっと使ってこそ本来の姿です。
東郷池を身近に使えるように仕事をしていき
たいと思います。｣と話しました。

　全国各地の温泉地をキャラクターに模した
人気のコンテンツ「温泉むすめ」の缶バッジ
のカプセルトイが、4月 4 日、町内の温泉施
設「ゆアシス東郷龍鳳閣」「ハワイゆ～たうん」
に設置されました。
　このカプセルトイはいわゆるガチャポンと
呼ばれる小型自動販売機の一種。200 円で「は
わい東郷浮乃」をはじめ、全国各地の温泉む
すめの缶バッジを購入できます。
　温泉むすめのカプセルトイの設置は西日本
で初。ゆアシス東郷龍鳳閣館長の永田一則さ
んは「全国各地からファンが訪れることで、
町内温泉施設への誘客にも効果が見込まれる
ため地域の活性化に期待ができます。」と話し
ました。

会場の中央には東郷池を模したロープ

温泉むすめの缶バッジ
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グラウンド・ゴルフで｢愛をつなぐ｣
JR 泊駅舎前にモニュメント完成

　４月中旬、町特産の二十世紀梨の花が一斉
に満開となり、町内の梨園では人工交配作業
がピークを迎えました。
　二十世紀梨など二ホンナシの主要品種は自
らの花粉では結実しない性質があり、他品種
の花粉による人工交配作業が行われます。こ
の作業で秋の収穫が左右されるため、生産者
は一つ一つ丁寧に受粉させていました。

おいしい梨に育って欲しい
梨交配作業がピークに

身
近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

満開の春の訪れ
町内で桜・シバザクラ満開

　４月初旬、町内の桜が見頃を迎えました。
松崎にあるさくら工芸品工房では満開の桜が
来場者をもてなし、訪れた人たちを楽しませ
ていました。
　また、東郷湖羽合臨海公園の長和田公園内
では４月中旬にシバザクラが見頃を迎え、ピ
ンク色のシバザクラをひと目見ようと多くの
人が足を運びました。

　４月 11 日、町内の小中学校で入学式が行わ
れ、羽合小学校では 109 人、東郷小学校では
34 人、泊小学校では 25 人、湯梨浜中学校で
は 146 人の児童および生徒が新たな門出を迎
えました。
　このうち羽合小学校では知久馬和紀校長が
｢ 一日も早く学校に慣れて、羽合小学校を大
好きになってほしい。あいさつや返事を元気
よくする、一生懸命勉強する、しっかり食べ
てしっかり運動する。この三つのことを頑張っ
てください ｣と新入生に声を掛けました。新
1年生は校長や児童代表の話を緊張した様子
で聞いていました。

新たな思いを胸に
町立小中学校入学式

新たな門出に緊張した面持ちの新１年生

　JR 泊駅の敷地内に町発祥のスポーツ、グラ
ウンド・ゴルフのモニュメントが完成し、３月
29 日にお披露目式が行われました。
　「愛をつなぐ」と題したモニュメントはグラ
ウンド・ゴルフの発祥地である泊地域 ( 旧泊村 )
にちなみ、町出身の彫刻家の朝倉和博さん（田
後）が制作を行いました。
　お披露目式に出席した朝倉さんは ｢優しく見
守る祖父とグラウンド・ゴルフを楽しむ孫娘を
モチーフに制作しました。グラウンド・ゴルフ
とともに訪れた人の記憶に残る作品となってほ
しいです。｣とモニュメントへの思いを語られ
ました。

満開を迎えたさくら工芸品工房前の桜

JR 泊駅舎の新モニュメント

人工交配作業をする生産者
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くらしの情報
information

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ー
ド
ハ
ワ
イ

ビ
ー
チ
協
議
会
で
は
、
美
し
い
海
岸

線
を
守
る
た
め
、
除
草
や
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

日�

時　
５
月
12
日
（
日
）
８
時
～
（
１

時
間
程
度
）
※
少
雨
決
行

集�

合
場
所　

マ
カ
イ
レ
ス
ト
ル
ー
ム

（
橋
津
海
岸
公
衆
用
ト
イ
レ
前
）

作�

業
内
容　

歩
道
・
植
樹
帯
の
美
化

活
動

備��
考　

軍
手
・
除
草
用
具
な
ど
を
お

持
ち
の
人
は
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
建
設
水
道
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
１
２
）

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

の
意
思
疎
通
支
援
を
行
う
要
約
筆
記

者
を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

日�

時　
▼�

東
部
会
場
＝
6
月
15
日
（
土
）
～

11
月
9
日
（
土
）
10
時
～
15
時

▼�

西
部
会
場
＝
６
月
17
日
（
月
）
～

11
月
11
日
（
月
）
10
時
～
15
時

※
全
21
回
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

場�

所　
▼�

東
部
会
場
＝
県
立
福
祉
人
材
研
修

セ
ン
タ
ー
ほ
か

▼�

西
部
会
場
＝
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
Ｂ
i
Ｇ
Ｓ
Ｈ
i
Ｐ
ほ
か

対�

象
者　
高
校
生
以
上
の
人

��

コ��

ー
ス　
▼
手
書
き
コ
ー
ス
▼
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス

※
受
講
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

受
講
案
内
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

受�

講
料　
３
千
円　

�

※�

テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
で
す
。

申�

込
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム

申
込
期
限　
６
月
7
日
（
金
）
必
着

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中
部
聴

覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
８

２ｰ

０
８
２
２　

倉
吉
市
葵
町
７

２
４
番
地
15
、
℡�

２
７ｰ

２
３
５

５
、
℻�

２
７ｰ

２
３
６
０
）

　　
倉
吉
税
務
署
で
は
、
給
与
支
払
者

の
皆
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
定
額
減
税

事
務
を
行
え
る
よ
う
、
説
明
会
（
事

前
申
込
制
・
無
料
）
を
開
催
し
ま

す
。
そ
の
他
、
制
度
の
詳
細
な
ど

は
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　
５
月
16
日
（
木
）、23
日
（
木
）

　
▼
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
▼
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場�

所　

倉
吉
体
育
文
化
会
館
（
倉
吉

市
山
根
）

定
員　
各
回
と
も
80
人

申�

し
込
み　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
を
二
次
元
コ
ー
ド
で

「
友
だ
ち
追
加
」
の
上
、

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
事
前

申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。　

相�

談
・
問
い
合
わ
せ　

給
与
支
払
者

役
場
町
民
生
活
課
窓
口
延
長

スマホで読める

『広報ゆりはま』
右の二次元コードを読
み取り、アプリ「マチ
イロ」をダウンロード！

android 版

iOS 版

　
青
少
年
育
成
湯
梨
浜
町
民
会
議
で

は
、
町
内
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募�

集
対
象　
町
内
に
在
住
ま
た
は
町

内
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
中
学
生

以
上
の
学
生

主�

な
イ
ベ
ン
ト　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ハ
イ
ク
な
ど

応�

募
方
法　
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
応
募
い
た
だ
く
か
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

そ�

の
他　

応
募
い
た
だ
い
た
人
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
メ
ー
ル
な

ど
で
案
内
を
送
り
ま
す
。
参
加
し

た
人
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
証
明
書
を
発
行

し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

向
け
所
得
税
定
額
減
税
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

　
（
℡
０
５
７
０ｰ

０
２ｰ

４
５
６
２
）

※
受
付
時
間
は
平
日
９
時
～
17
時

　
日�

時　

　

�

令
和
７
年
１
月
３
日
（
金
）

　
14
時
～
（
受
け
付
け
13
時
15
分
～
）

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

対�

象　

平
成
16
年
4
月
2
日
～
平
成

17
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
町
内
在
住
の
人
お
よ
び
町
内

の
小
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

実�

行
委
員
募
集　
対
象
者
の
中
か
ら

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
記
念

品
の
内
容
や
当
日
の
受
け
付
け
な

ど
の
役
割
分
担
を
決
め
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
二
次
元

コ
ー
ド
で
応
募
い
た

だ
く
か
、
問
い
合
わ

せ
先
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

※
手
話
通
訳
、
介
助
な
ど
の
ご
要
望

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ

先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
心

身
に
障
が
い
が
あ
る
人
が
使
用
す

る
、
ま
た
は
心
身
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
場
合
な
ど

に
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
必
要
書
類
や
対
象
と
な
る
障
が

い
の
程
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問

募

集

日
時　
５
月
29
日
（
水
）　
17
時
15
分
～
19
時

内�

容　
証
明
書
発
行
、町
税・水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、
２
日
前
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
７
年
二
十
歳
の
つ
ど
い

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

軽
自
動
車
税
の
減
免

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ー
ド
・
ハ
ワ
イ
ビ
ー
チ

お
し
ら
せ

カラー

カラー

■タテ型レイアウト (91mm × 108mm)

モノクロ

モノクロ

■ヨコ型レイアウト (189mm × 52mm)

公式サイトで詳細をチェック！（下記二次元コード）

鳥取県地域社会振興部美術館   ☎（0858）47-3011

2025年3月30日 開館！2025 3 302025年3月30日 開館！2025 3 30

毎月〇日に美術館無料内覧会を実施！
一足先に美術館の中を見学するチャンス！（要予約）

開館後の美術館を活用しませんか？ 
貸館利用現地説明会を4月、5月に開催します（計8回）。

倉吉市駄経寺町2-3-12（倉吉パークスクエア東側）

公式サイトで詳細をチェック！（下記二次元コード）

鳥取県地域社会振興部美術館   ☎（0858）47-3011

2025年3月30日 開館！2025年3月30日 開館！

倉吉市駄経寺町2-3-12（倉吉パークスクエア東側）

毎月〇日に美術館無料内覧会を実施！
一足先に美術館の中を見学するチャンス！（要予約）

開館後の美術館を活用しませんか？ 
貸館利用現地説明会を4月、5月に開催します（計8回）。

鳥取県地域社会振興部美術館   ☎（0858）47-3011

2025年3月30日 開館！2025 3 302025年3月30日 開館！2025 3 30

倉吉市駄経寺町2-3-12（倉吉パークスクエア東側）

公式サイトで詳細をチェック！（右記二次元コード）

毎月15日に美術館無料内覧会を実施！
一足先に美術館の中を見学するチャンス！（要予約）

開館後の美術館を活用しませんか？ 
貸館利用現地説明会を4月、5月に開催します（計8回）。

鳥取県地域社会振興部美術館   ☎（0858）47-3011

公式サイトで詳細をチェック！（右記二次元コード）

毎月15日に美術館無料内覧会を実施！
一足先に美術館の中を見学するチャンス！（要予約）

開館後の美術館を活用しませんか？ 
貸館利用現地説明会を4月、5月に開催します（計8回）。

2025年3月30日 開館！2025年3月30日 開館！

倉吉市駄経寺町2-3-12（倉吉パークスクエア東側）

定
額
減
税
説
明
会
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の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
）」
を
受
け
て
も
ら

い
、
点
数
が
該
当
し
た
人
の
み
の
参

加
と
な
り
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
認

知
症
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

�

あ
ず
ま
園
教
室　
毎
週
火
曜
日

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
り
は
ま
教
室

　
毎
週
木
曜
日　
13
時
～
15
時

問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

日������

時　

5
月
8
日
～
30
日
の
月
・
水

木
曜
日　
13
時
15
分
～
14
時
15
分

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

参
加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

　
着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

問�

い
合
わ
せ　

役
場
健
康
推
進
課

（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

日
時�

5
月
19
日
（
日
）
8
時
～
（
１

　
時
間
程
度
）

※
小
雨
決
行
。
悪
天
候
に
よ
る
中
止

の
場
合
は
、
５
月
26
日
（
日
）
に
実

施
し
ま
す
。

集��

合
場�
所�　
▼
海
岸
＝
橋
津
・
宇
野
・

　

�

石
脇
海
岸
▼
東
郷
池
＝
ハ
ワ
イ
夢

広
場
・
役
場
東
郷
支
所

※
ご
み
袋
、
軍
手
は
当
日
お
渡
し
し

ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　

役
場
町
民
生
活
課　

（
℡
３
５ｰ

５
３
１
８
）

開
催
期
間　
５
月
21
日
（
火
）
～

　
26
日
（
日
）
各
日
と
も
９
時
～
21

　
時
（
予
約
制
）

　　　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

や
申
請
、
更
新
の
た
め
、
休
日
に
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

　
な
お
、
証
明
書
発
行
や
転
入
・
転

出
な
ど
の
住
所
異
動
手
続
き
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
5
月
12
日
（
日
）
９
時
～
12
時

場
所　
役
場
町
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　

精
神
の
病
気
で
治
療
し
て
い
た
人

や
現
在
治
療
中
の
人
が
、
仲
間
づ
く

り
を
す
る
安
ら
ぎ
の
場
で
す
。
ご
家

族
の
人
と
同
伴
で
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
初
め
て
参
加
を
す
る
人
は
、
必

ず
事
前
に
役
場
福
祉
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時�　
５
月
14
日
（
火
）
10
時
～
12
時

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

内
容　
初
め
ま
し
て
の
会
・
折
り
紙

問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
週
に
１

回
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
運
動
、
認
知

症
予
防
の
学
習
を
組
み
合
わ
せ
た
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
送
迎
希
望

者
に
は
送
迎
を
行
い
ま
す
。
参
加
費

は
１
回
当
た
り
２
０
０
円
で
す
。

な
お
、事
前
に
「
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
（
脳

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
請
は
、
５
月
上
旬
に
送
付
の
納

税
通
知
書
到
着
後
に
、
役
場
町
民
生

活
課
お
よ
び
東
郷
・
泊
各
支
所
で
受

け
付
け
ま
す
。
長
期
入
院
な
ど
の
理

由
で
手
続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
5
月
24
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課　

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

　
計
量
器
を
取
り
引
き
ま
た
は
証
明

上
の
計
量
に
使
用
し
て
い
る
事
業

者
、
農
林
漁
業
者
、
医
療
機
関
な
ど

は
、
２
年
に
１
回
県
が
行
う
定
期
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
検
査
の
対
象
と
な
っ
た
計

量
器
を
お
持
ち
の
場
合
や
、
廃
業
な

ど
に
よ
り
計
量
器
を
使
用
し
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
県
く
ら
し
の
安
心

推
進
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

検
査
対
象　

商
品
の
売
買
・
調
剤
・

　
荷
物
の
計
量
・
健
康
診
断
・
出
荷

　
な
ど
に
使
用
す
る
計
量
器

日�

時
・
検
査
場
所　

▼
５
月
７
日

（
火
）
13
時
～
15
時
＝
泊
体
育
館

▼
５
月
10
日
（
金
）
10
時
～
15
時

＝
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
▼
５
月

14
日
（
火
）
10
時
～
15
時
＝
役
場

東
郷
支
所

必
要
な
物　
計
量
器
、
検
査
手
数
料

　
（
現
金
）、県
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
特

　
定
計
量
器
定
期
検
査
申
請
書
」

問�

い
合
わ
せ　
県
く
ら
し
の
安
心
推

進
課

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
６ｰ

７
６
０
１
）

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

参
加
料　
１
回
当
た
り
30
分
、
５
０

　
０
円
（
期
間
中
４
回
ま
で
の
最
大

　
２
時
間
）
※
町
民
は
半
額

受
け
付
け　
５
月
２
日
（
木
）
９
時
～

※
各
日
９
時
～
17
時
で
休
館
日
は
除

き
ま
す
。

申�

込
方
法　

本
人
ま
た
は
家
族
が
、

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
で
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け

は
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

　
（
℡
３
５ｰ

５
６
７
８
）

　

手
び
ね
り
で
の
陶
芸
体
験
で
す
。

初
心
者
で
も
簡
単
に
楽
し
め
ま
す
。

日
時�　
5
月
12
日
（
日
）

　
９
時
30
分
～
（
２
時
間
程
度
）

場
所　
ふ
る
さ
と
陶
芸
館

参
加
費　
７
０
０
円
（
粘
土
代
含
む
）

申
込
期
限　
5
月
9
日
（
木
）

定
員　
12
人
（
事
前
申
込
制
）

注
意
事
項

▼�

エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
い
た
だ
く

か
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
願

い
し
ま
す
。

▼�

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
な
る
べ
く

乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

催
し
も
の
➊

　「クレジットカード会社から利用した覚えのない請求があっ
た」という相談が寄せられています。利用明細は必ず毎月確認し
ましょう。クレジットカードを利用した際の伝票や注文確認メー
ルなどは保管しておき、日付や金額などを利用明細と突き合わ
せて確認しましょう。自分に覚えがなくても家族がカードを利
用している可能性もあるので家族にも確認してください。不正
利用が疑われる場合は、早急にカード会社に連絡しましょう。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5383）、
　中部消費生活センター（℡ 22-3000）倉吉交流プラザ２階

～不正利用かも⁉　利用明細は必ず確認～消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

春
の
海
岸
・
東
郷
池
一
斉
清
掃

脳

活

教

室

精
神
地
域
デ
イ
ケ
ア　
Ｓす

み

れ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
会

　専門相談員が悪質商法や契約に関するトラブ
ル、多重債務での悩み事など、消費生活に関す
る相談に対応します。相談は無料です。秘密は
厳守されますのでお気軽にご相談ください。
日�時　▼火曜日～土曜日＝９時～ 17 時 30 分
▼月曜日、祝・休日の翌日＝８時 30 分～ 17 時
※月曜日、祝・休日の翌日は電話相談のみ
場�所　倉吉交流プラザ２階（倉吉市駄経寺町）
問��い合わせ
　中部消費生活センター（℡ 22-3000）

消費生活相談

陶

芸

体

験

教

室

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を
弾
こ
う
会

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。

納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。コ
ン
ビ
ニ・ス
マ
ホ
ア
プ
リ・金
融
機
関・役
場
で
支
払
い
が
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
生
活
課
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

５
月
31
日
は

特
定
計
量
器
検
査

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口
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13
時
25
分
～
15
時
30
分

申
込
期
限　
５
月
10
日
（
金
）

参
加
費�

１
０
０
円

定
員　
15
人
（
事
前
申
込
制
）

持�

ち
物　
ハ
ン
カ
チ
、
水
筒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
町
立
田
畑
児
童
館

　
（
℡
３
２ｰ

０
９
６
３
）

【
浜
児
童
館
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
】

●�

カ
タ
カ
タ
人
形
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！

日
時　
５
月
18
日
（
土
）

　
14
時
～
15
時
30
分

申
込
期
限　
５
月
16
日
（
木
）

定
員　
15
人
（
事
前
申
込
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
町
立
浜
児
童
館

　
（
℡
３
５ｰ

４
２
１
７
）

　　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
操
作
や

不
明
点
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

予
約
が
必
要
で
す
。

日�
時　
５
月
14
日
（
火
）、28
日
（
火
）

　
13
時
～
16
時

　
（
１
組
当
た
り
１
時
間
）

場�

所　

鳥
取
中
央
有
線
放
送
（
株
）

湯
梨
浜
支
局

予�

約
・
問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
タ
ル
・

み
ら
い
戦
略
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

　
町
内
の
空
き
家
を
所
有
・
管
理
さ

れ
て
お
り
、
利
活
用
に
お
困
り
の
人

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地
域
お
こ
し

ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
の
不
具
合
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
▼
音
声
告
知
機
＝
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
＝
鳥
取
中
央
有
線
放
送
㈱
（
℡
０
１
２
０ｰ

８
８ｰ

２
５
６
５
）

協
力
隊
の
空
き
家
担
当
が
お
話
を
お

聞
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
予
約

は
不
要
で
す
。

日
時
・
場
所

▼�

５
月
８
日
（
水
）
10
時
～
12
時　

＝
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

▼��

５
月
15
日
（
水
）
10
時
～
12
時

�

＝�

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み

▼
５
月
22
日
（
水
）
10
時
～
12
時　

＝
中
央
公
民
館
泊
分
館

問
い
合
わ
せ　
役
場
デ
ジ
タ
ル
・

　
み
ら
い
戦
略
課

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
４
１
）

【
法
律
】
※
要
予
約

日
時　
５
月
15
日
（
水
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

は
ま
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

日�

時
・
場
所　

▼
５
月
14
日
（
火
）
13
時
～
15
時

＝
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

▼
５
月
２
日
（
木
）
13
時
～
15
時

＝
中
央
公
民
館

▼
５
月
14
日
（
火
）
13
時
～
15
時

＝
役
場
泊
支
所

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

【
休
日
急
患
診
療
】

▼�
内
科
・
小
児
科
（
中
部
休
日
休
館
診

そ
う
だ
ん

【
み
ん
な
の
ヨ
ガ
教
室
】

日�

時　

５
月
13
日
、
20
日
、
27
日
い

ず
れ
も
月
曜
日
10
時
～
11
時

参
加
費　
各
回
５
０
０
円

定
員　
各
回
12
人

※
子
ど
も
の
同
伴
不
可

持�

ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲

料
水

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
】

日�

時　
５
月
９
日
、
23
日

　
い
ず
れ
も
木
曜
日
10
時
～
11
時

参
加
費�

各
回
５
０
０
円

持�

ち
物　

上
靴
、
運
動
の
で
き
る
服

装
、
飲
料
水

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
２ｰ

２
１
８
９
）

　
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会
員

は
、
次
の
運
動
教
室
に
参
加
す
る
と
、

１
回
参
加
ご
と
に
10
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
さ
れ
ま
す
。

●
つ
み
た
て
リ
ズ
ム

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

日�

時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

場
所　
泊
体
育
館

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
が
必
要
で
す
。

内�

容　

リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
講
座

参�

加
費　
５
０
０
円

※
5
月
2
日
は
無
料

●
コ
コ
カ
ラ
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

日������

時　
毎
週
火
曜
日�

19
時
30
分
～
20

　
時
30
分

※
5
月
28
日�

の
教
室
は
休
み

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

内��

容　

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
筋
力

ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
員　
15
人（
当
日
受
け
付
け・先
着
順
）

参�

加
費　
５
０
０
円

�

※
5
月
7
日
は
無
料　

※
龍
鳳
閣
の
会
員
は
参
加
費
３
０
０
円

と
通
常
の
会
員
使
用
料
が
必
要
で
す
。

そ�

の
他　

教
室
終
了
後
に
中
国
風
呂

へ
の
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
混
雑

す
る
場
合
は
、
後
日
入
浴
で
き
る

入
浴
券
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
７
５
）�

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
介
護
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

日�

時　
5
月
22
日
（
水
）
10
時
～
12
時

　
（
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別

　
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

対
象　
認
知
症
な
ど
の
人
の
介
護
者

問�

い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
田
畑
児
童
館
Ｊ
パ
ラ
ダ
イ
ス
】

●�

プ
ラ
バ
ン
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

　
作
ろ
う
！

日
時　
５
月
18
日
（
土
）

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
各
教
室

初
心
者
向
け
ス
マ
ホ
相
談
会

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

空

き

家

相

談

会

休

日

診

療

日

町職員（専門職）採用資格試験
■職種　保育教諭を若干名、保健師を１人、土木技師を 1人
■受験資格　以下の要件を満たす人
▼�保育教諭＝昭和 54 年４月２日以降に生まれた人で、
保育士資格および幼稚園教諭免許を有する人、また
は令和７年３月 31 日までに取得見込みの人
▼�保健師＝平成元年４月２日以降に生まれた人で、保
健師の資格を有する人
▼�土木技師＝平成元年４月２日以降に生まれ、次の要
件のいずれかを満たす人
①�学校教育法に基づく大学または短期大学、専修学校

の専門教育課程（修業年限２年以上）、高等専門
学校もしくは高等学校の土木に関する科目を履修
し、卒業した人
②建設業法による土木施工管理技士
■申込期限　５月９日（木）15 時
■�申込方法　インターネット電子申請による申し込み
■１次試験　５月 26 日（日）鳥取県中部総合事務所
■採用予定日　令和７年４月１日
■申し込み・問い合わせ　役場総務課（℡ 35-3112）

家

族

の

つ

ど

い

催
し
も
の
➋

運

動

教

室
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【３月のごみ分別優秀集落】

家庭ごみ����　　　㌧��（ｰ��33.6）205.4

　「蛍光管」「乾電池」「充電池一体型製品」は
「有害ごみ」の日に出してください。不燃ごみ
の日には出せませんのでご注意ください。詳
しくは日程表、分別冊子をご覧ください。

■　蛍光管、乾電池などは ｢有害ごみ」

ごみの量 ３月（前年同月比）

療
所
）
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）

▼�
歯
科
（
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛
生

セ
ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）

▼�

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）
10
時　

～
13
時
15
分
（
日
・
祝
）

【
た
じ
り
こ
ど
も
園
】

　

16
日
木
９
時
45
分
～
10
時
30
分

　
　
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

　
　

�

持
ち
物
：
子
ど
も
に
必
要
な
も
の

【
は
わ
い
こ
ど
も
園
】

　

23
日
木
９
時
50
分
～
10
時
30
分

　
　
は
じ
め
ま
し
て
の
会

　
　

�

持
ち
物
：
着
替
え
・
水
筒
な
ど
子

ど
も
に
必
要
な
も
の

【
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
】

　
7
日
火
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　
　
園
庭
で
遊
び
ま
し
ょ
う

　
　
（
雨
天:

室
内
遊
び
）

　
　

�

持
ち
物
：
水
筒
な
ど
子
ど
も
に
必

要
な
も
の

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
8
日
水
9
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
　
対
象
：�

２
カ
月
児
～
６
カ
月
児

　
9�
日
、
23
日
木
９
時
30
分
～

　
　
発
育
測
定

　

13
日
月
10
時
～
食
べ
る
の
大
好
き　

　
～
食
育
の
お
は
な
し
～
（
要
予
約
）

　

15
日
水
10
時
～
プ
レ
ｍ
ａ
ｍ
ａ
広　

場
（
要
予
約
）

　
16
日
木
９
時
30
分
～
す
く
す
く
広
場

��������

対
象
：�

1�

歳
８
カ
月
～　

　

18
日
土
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
遊　

　
ぼ
う

　
21
日
火
、
24
日
金
9
時
30
分
～
手　
　

形
足
形
ア
ー
ト

　
22
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

　
　
対
象
：
6
カ
月
児
～
12
カ
月
児

　
28
日
火
10
時
～
誕
生
会

【
す
ま
い
る
広
場
（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）】

　

20
日
、
27
日
月
、
8
日
、
22
日
水　

　
９
時
30
分
～
好
き
な
遊
び

【
サ
ン
サ
ン
広
場
】

　
7
日
火
9
時
30
分
～
好
き
な
遊
び

　
　
（
オ
ー
プ
ン
デ
ー
）

　
　
会
場
：
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園

　
14
日
火
9
時
30
分
～
お
楽
し
み

　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
き
め
き
隊
）
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informationくらしの情報

　障がいのある人が生活する上
での困り事など、広く相談に応
じています。お気軽にご相談く
ださい。
※町が活動を委託している相談
員です。
■身体障がい者相談員
　松村由朝さん
　（℡ 090-4109-0113）

町身体障がい者・知的障がい者相談員のご紹介

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
デ
ー

　石井由加利さん
　（℡ 34-2719）
■知的障がい者相談
　本田達惠さん
　（℡ 47-5545）
　徳下薫さん
　（℡ 32-2145）
■問い合わせ
　役場福祉課（℡ 35-5374）

　『広報ゆりはま』４月号 24 ページの
公民館通信内「ロビー展」の展示名を「青
梅展」としていましたが、正しくは「青
海展」です。おわびして訂正します。

おわびと訂正

調 査 日
１４日
２１日
２５日
３０日

（前年３月：70~130cm）
透 明 度
１４０cm
１３０cm
１００cm
　９０cm

東郷池透明度調査〔3月〕

もっと身近で
もっと豊かな
東郷池へ

松崎一、松崎三、松崎四、宮内、野方、漆原、福永、久見、
高辻、方面、国信、小鹿谷、麻畑、野花、羽衣石、三通田、
埴見、小浜、筒地、泊 5、泊 6、浜、赤池、上橋津

交通事故
件　数　　����　　件��　（��4）
死　者　　����　　人��　（��0）
重傷者　　����　　人��　（��1）
軽傷者　　����　　人��　（��3）

３
０
１
２

３月中まとめ（年間累計）

人　口����　　　　��人　（-�79）
おとこ����　　　　��人　（-�31）
おんな����　　　　��人　（－48）
世帯数����　　　　世帯（－��6）

16,213
7,778
8,435
6,483

3月 31日現在（前月比）人の動き

■�応募資格　町内に居住する 18歳
以上の人で、パソコン、スマー
トフォンなどのインターネットを
利用できる機器を有し、電子メー
ルの送受信、インターネット上の
アンケート回答フォームに日本語
で入力できる人

■募集人数　10 人程度
■応募期限　５月 31 日（金）

広報モニター募集
■�応募方法　二次元コードから、とっ
とり電子申請に応募してください。

■�謝礼　QUO カード
（1,000 円分）
■�問い合わせ　役場
デジタル・みらい戦
略課（℡ 35-5306）
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ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

R2.5.1 生まれ（水下）
（優司さん・明菜さん）

村中　葵
あおい

ちゃん
葵ちゃん 4歳のお誕生日おめでとう
これからもたくさんの笑顔を見せてね

R4.5.3 生まれ（長瀬中部）
（アテフィムジーブさん・理恵さん）

アテフィ仁
に ま

真ちゃん
2歳のお誕生日おめでとう　元気いっぱい
な仁真くん　笑顔いっぱい幸せになぁれ

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ
５

枝豆としらすのおにぎり

今日からはじめる減塩レシピ

血圧コントロールで健康を守る！

■材料（２人分）
ごはん…300g、冷凍枝豆…さやつき
40g（豆 20g）、しらす…30g、ごま
…小さじ 1、ごま油…小さじ 1
■�１人分　エネルギー289kcal、たん
ぱく質 9.0g、食塩相当量 0.6g
■作り方
①冷凍枝豆は解凍する。
②ボウルに全部の材料を入れて混ぜる。
③②を４等分にし、１個ずつラップにのせてにぎる。
　同じように３個作る。
■減塩ポイント
　おにぎりは具材の塩分が多くなりがちです。ごま
油の風味やしらすの塩味など、食材の塩分を利用し
減塩しましょう。このレシピは、たんぱく質を手軽
にとることができるのもおすすめです！
　今回はごはん、パンなどの主食となるものを紹介
しました。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

R4.5.25 生まれ（宇谷）
（恭之さん・真子さん）

西本　心
こ は る

春ちゃん
2歳おめでとう　にこにこで面白い
こはちゃん　元気いっぱい大きくなぁれ

！

2024年
5月
　
vol.236

R5.5.29 生まれ（旭）
（智史さん・美佳里さん）

足羽　すみれちゃん
祝１歳賑やかな日々、可愛い笑顔をあり
がとう　みんなで楽しく過ごそうね

R4.5.27 生まれ（長瀬中部）
（宣洋さん・めぐみさん）

岡本　英
え の か

乃佳ちゃん
2歳おめでとう　笑顔が素敵なえのちゃん
沢山遊んで食べて大きくなあれ�♪

R4.5.16 生まれ（水下）
（昭彦さん・悠子さん）

永島　緒
お み

海ちゃん
祝 2歳　興味津々でお兄ちゃん達の真
似っこ大好き　すくすく大きくなぁれ

！

♪

　日本赤十字社で
は、災害時救護活
動、ボランティア
の育成、救急法をはじめとした各種講習、献血推進、地域
医療の提供など、さまざまな事業を行っています。
　これらの活動は、赤十字運動の趣旨にご賛同いただく
皆さんからお寄せいただく活動資金によって支えられてい
ます。
　毎年５月を赤十字運動月間とし、赤十字の理念や活動へ
のご理解とご協力を呼びかけています。困っている人や苦
しんでいる人を救うために、赤十字の活動への参加やご支
援をよろしくお願いします。
問い合わせ　役場福祉課（℡ 35-5373）

５月は赤十字月間です！

オオキンケイギクの駆除にご協力を！
　オオキンケイギクは、毎年５月から
７月ごろにかけて、道端や河原などでよ
く見かける鮮やかな黄金色の花です。非
常に強い生命力を持ち、日本固有の野草
の生息地を奪って景観を変えてしまいま
す。このため、日本の生態系に重大な影
響を及ぼす恐れがあるとして、外来生物
法による「特定外来生物」に指定され、

販売や栽培などが法律 ※で禁止されています。
　ご自宅の庭や畑に生えている場合は、実が成熟する前に
根から引き抜き、種子が飛ばないようビニール袋などに入
れ、可燃ゴミとして処分をお願いします。
※特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する
法律
問�い合わせ
　県中部総合事務所環境建築局（℡ 23-3276）、役場まちづ
くり企画課（℡ 35-5305）
※その他の「特定外来生物」や外来生物法については環
境省のホームページ（http://www.env.go.jp/nature/intro/）
から確認できます。

♪

★

♪

♪

！
！ ★

♪

　住所・氏名・生年月日・保護者氏名・
電話番号・35 字程度のコメントを
添えて、メールにて役場デジタル・
みらい戦略課にお申し込みくださ
い。掲載後には、A4 版の拡大写
真をプレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者
からの受領報告がない場合は、役
場デジタル・みらい戦略課へご確
認ください。
※ A4 版の拡大写真は、画像が粗
くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの
写真を募集

【６月生まれの締め切り】
５月７日火（先着順）

★

広
報
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　今月号より新たに担当となりました！
　皆さんに町内のさまざまな情報を届けられるように
頑張りますので、よろしくお願いします。
　先日、羽合小学校の入学式を取材し、子どもたちの
元気な声に癒やされました。これからを担う子どもた
ちの元気な姿に私も元気をもらいました。

そらとくも
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